
1 学校運営
①目指す生徒像や重点目標が、生徒や学校の実態、社会の要請に即したものとなっている。

②実践目標を達成するために、教職員が一致協力し、円滑な学校運営がなされている。

③生徒が生き生きとして充実した高校生活を送れるような学校づくりに努めている。

④進学力向上など特色ある学校づくりに取り組んでいる。

⑤学校や各年次の教育目標や指導計画等が分かりやすく説明されている。

令和５年度　保護者アンケート実施報告書

青森県立八戸北高等学校

本校では、「地域に信頼される学校」をめざし、「よりよい学校づくり」に資するために教育活動その他の

学校運営に対して保護者の方々から評価をいただき、その結果をもとに学校改善を図る学校評価システ

ムを導入しています。

令和５年１１月に実施した保護者アンケートの結果を掲載しましたのでご覧ください。評価項目は学校運

営に関するもの、教育活動（教科指導）に関するもの、教育環境・その他に関するもの、と大きく３つに分け

てあり、それぞれの項目に対する回答として、４は「そう思う」、３は「どちらかといえばそう思う」、２は「どち

らかといえばそう思わない」、１は「そう思わない」、０は「わからない」を示しています。

今回の結果では、大半の項目において４と３を合わせた肯定的な回答が８５～９０％程度となっていま

す。

今回の結果を十分に検討し、次年度の学校運営、学年経営等に生かしていきたいと思います。なお、今

年度のアンケート回答数は９７．５％でした。保護者の方々のご協力に感謝申し上げます。

本校では、「地域に信頼される学校」を目指し「よりよい学校づくり」に資するために、教育活動その他の
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2 教育活動
①生徒の進路や興味・関心に配慮した多様な選択ができる教育課程の編成がなされている。

②生徒の進路志望の実現をめざし、分かりやすくかつ学力のつく学習指導が実践されている。

③学習の評価方法が、生徒や保護者に分かりやすく説明されている。

④生徒の進路選択・決定にあたり、情報の提供や、保護者と連携した適切な指導がなされている。

⑤学校行事や部活動を通して、生徒が自主的・自発的に活動し、個性を発揮できるような指導がなされている。

⑥生徒の服装やあいさつ、言葉遣いなどがきちんとしており、基本的生活習慣を形成する指導が実践されている。
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3 教育環境・その他
①生徒の事故・ケガ・病気に対して、家庭と連携した対応が適切に行われている。

②養護教諭の複数配置、スクールカウンセラーやメンタルコーチの活用をはじめ、生徒一人ひとりの悩みや相談に応じた親身な指導がなされている。

③PTA集会、ＰＴＡ新聞、学校ホームページ、その他配布物等によって学校から情報発信の努力がなされている。

④学校内の施設・設備が整っており、学習効果を高めるために有効に活用されている。

⑤副教材費や学年費等の納入金について、その趣旨や会計報告が分かりやすく説明されている。

 【参考】令和５年度求める学校経営方針より
○カリキュラムポリシー
　「授業第一主義」をもとに、次のような教育活動に取り組む。
　　・生徒の興味・関心や適性に対応する多様な選択科目（学校設定科目）の解説
　　・習熟度別・少人数授業や丁寧な個別面談等の個に応じたきめ細やかな学習指導の充実
　　・地域や近隣の大学、国内外の高校と連携した、SDGｓを前提とする協働的・そうぞう（創造・想像）的な
　　　探究活動の推進
○アドミッションポリシー
　次のような思いを持った生徒を求める。

　　・好奇心を大切にし、個性を生かして、自ら考え探究する生徒

　　・しなやかな心で、自己の可能性を信じ、目標に向かって挑戦する生徒

　　・思いやりを持ち、互いに支え合い、互いに支え合い学び合いながら、社会に貢献できる生徒
○重点目標
　（１）授業時間・空間の重要性を理解し、生徒の生活及び学習の場を整える。　
　（２）絶えず研究と修養に励み、授業力・生徒指導力・進路指導力を高める。
　（３）生徒が自ら学ぶ意欲を高めるため、互いに教え合い学び合う環境を醸成する。
　（４）生徒一人一人に自己存在感を与えるよう、個々に応じた指導をきめ細かに行う。
　（５）生徒の動態・心身の状態を把握し、組織的かつ臨機応変に対応する。
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